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 全体の構成は以下のようになっている。  
序章 （一）本稿の主題／（二）久重に関する史料／（三）久重に関する先行文献・研究  
第一章 江戸時代の職人久重と時計からからくり人形へ―近世における技術の伝播―  
 第一節 江戸時代、久留米・上方時代における職人久重  
 第二節 時計、からくり人形に関する先行文献・研究  
 第三節 日本人による機械時計製作開始時期  
 第四節 時計からからくり人形への技術の伝播  
 第五節 むすびにかえて  
第二章 幕末期の技術者久重と時計から電信機へ―近世から近代への技術の継承―  
 第一節 幕末期、佐賀藩・久留米藩出仕時代における技術者久重  
 第二節 初期の電信機、技術の継承に関する先行文献・研究  
 第三節 幕末期の電信機製作  
 第四節 時計から電信機への技術の継承  
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 第五節 むすびにかえて  
第三章 明治期の起業家久重と電信機の製造―継承された技術―  
 第一節 明治期、東京における起業家久重  
 第二節 久重の電信機製造  
 第三節 久重の銀座の工場  
 第四節 技術を継承した人たち  





























電信技術は今日の先端技術である IT にも通じるので、16 世紀の時計技術が 21 世紀まで





































- 4 - 
たと指摘されるが、そうした動きについてあまり追究されていないのは今後の残された課
題である。  
 本論文は、今後の研究への広さと深みを要望したい点もあるが、技術史という分野から、
近世／近代断絶説に一石を投じたものとも評価することが出来、多くの点で示唆にあふれ
ている。実証的に解明したさまざまな論点以外に、こうした点も高く評価でき、審査委員
は一致して、本論文を博士（文学）の学位を授与するにふさわしいものと認める。  
 
